
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ はじめに 

 

  



第１ はじめに 

 

2012 年１月 25 日に長良川河口堰検証プロジェクトチーム(座長：小島政策顧

問)から知事に提出された報告書（以下「PT 報告書」という。）において、知事

に提言されている諸課題の検討を行うため、2012 年４月 12 日に庁内関係 10 課

で構成される長良川河口堰庁内検討チーム(以下「庁内検討チーム」)が設置され

た。 

庁内検討チームは諸課題（「愛知県の率先的行動」）について、これまで主に「水

道水の安定供給を確保しつつ行う知多半島の水道水源の切り替え」「福原輪中に

ついての塩害防止に関する調査」の検討を行い、現在までに多くのデータ解析や

知見の収集を進めている。 

2022 年度は庁内検討チームがこれまで行ってきた検討を踏まえ、今後の検討

の進め方について整理した。 

なお、これまでの検討にあたっては、いずれも庁内検討チーム独自で検討を行

っており、関係利水者等との調整を経たものではない。 

 

愛知県知事への提言（PT報告書抜粋） 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県の率先的行動（再掲：県によるまとめ） 

① 水道水の安定供給を確保しつつ行う知多半島の水道水源の切り替え 

② 福原輪中についての塩害防止に関する調査 

③ 水道水の安定供給システムに関する検証とその結果を踏まえた愛知県の水需給

のバランス及び渇水リスクの見直し 

④ 工業水道・上水道企業会計適正化 

⑤ 愛知県・名古屋市での節水努力の呼びかけ 

⑥ 愛知県内の農業用水の取水実態及び使用実態の調査 

 


